
２
０
１
１(

平
成
23)

年
３
月
11
日
、
東
日
本

大
震
災(

死
者
・
行
方
不
明
者
１
万
８
４
２
５
人
、

避
難
者
３
万
５
１
１
０
人)

か
ら
11
年
。
大
地
震

と
大
津
波
が
人
々
の
生
命
と
生
活
を
奪
い
去
っ

た
。
そ
の
自
然
災
害
の
現
実
は
、
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
た
。
重
ね
て
、
３
基

の
原
子
力
発
電
施
設
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン(

福
島
第

一
原
発
事
故)

。
国
は
、
人
災
事
故
を
想
定
外
事
故

と
し
て
未
だ
処
理
で
き
な
い
ま
ま
、
多
く
の
人
々

に
不
安
と
恐
怖
の
人
生
を
強
い
て
い
る
。 

震
災
よ
り
８
年
、
２
０
１
９(

令
和
元)

年
11

月
頃
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
が

始
ま
っ
た
。
世
界
の
死
者
約
６
２
２
万
人
、
日
本

の
死
者
約
２
万
９
７
０
０
人
、
ま
た
し
て
も
世
界

中
が
恐
怖
と
不
安
に
包
ま
れ
、
偏
見
・
差
別
・
排

除
が
横
行
し
、
マ
ス
コ
ミ
は
毎
日
感
染
者
数
と
死

者
数
を
報
道
す
る
。
し
か
し
、
感
染
病
は
人
種
・

性
別
・
年
齢
・
宗
教
・
国
境
を
も
た
な
い
。
人
間

が
作
り
上
げ
て
き
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
無
視
し

て
地
球
上
に
拡
散
す
る
。
統
一
し
て
い
る
の
は
人

間
の
死
だ
け
で
あ
ろ
う
。 

２
０
２
２(

令
和
４)

年
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア

軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
勃
発
。
両
国
の

死
者
は
１
万
人
を
超
え
、
避
難
民
７
１
４
万
人
、

富
山
県
の
人
口
が
１
０
２
万
人
弱
、
想
像
を
絶
す

る
数
字
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
当
時
は
、
過
度

な
お
笑
い
番
組
は
民
放
も
自
粛
し
て
い
た
が
、
今

は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
を
見
て
大
笑
い
し
て
い

る
私
た
ち
。
な
ぜ
、
お
笑
い
芸
人
・
歌
手
・
芸
能

人
・
そ
し
て
私
た
ち
は
言
葉
を
発
し
な
い
の
か
。

解
ら
な
い
か
ら
？
み
ん
な
意
見
が
違
う
か
ら
？ 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

題字・織田隆夫  

 

浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

２０２２年 
（令和 4 年） 

５月２０日 

１        2022 年（令和 4年）5月 20 日 五位組だより        第２４号 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

念

仏

の

こ

こ

ろ

に

生

き

る

生

活
を 

 

遠
い
国
の
話
だ
か
ら
？
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
戦
況

解
説
ば
か
り
、
人
道
的
・
政
治
的
・
経
済
的
・

軍
事
的
・
科
学
的
・
哲
学
的
・
歴
史
的
解
釈
は

さ
れ
る
が
、
非
戦
平
和
を
論
理
的
に
力
強
く
発

信
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
誰
一
人
と
し
て
人

類
が
作
り
上
げ
て
き
た
国
境
や
目
に
見
え
な
い

欲
望
の
シ
ス
テ
ム
・
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
本
質
を

解
き
明
か
そ
う
と
は
し
な
い
。
自
然
災
害
・
感

染
病
は
人
知
だ
け
で
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
か

も
し
れ
な
い
が
、
放
射
能
災
害
・
戦
争
は
人
間

が
お
こ
す
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
で
あ
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、
２
０
２
２(

令

和
４)

年
３
月
28
日
浄
土
真
宗
高
岡
教
区
教
区

会
に
お
い
て
次
の
決
議
文
が
採
決
さ
れ
た
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和
を
願
い
、
即
時
の
停
戦
と

紛
争
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
決
議 

 

ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、
多
く

の
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
か
な
る
理
由
が

あ
れ
、
他
国
の
主
権
を
武
力
で
侵
害
す
る
こ
と

は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

「
す
べ
て
の
生
き
物
に
と
っ
て
生
命
は
愛
お

し
い
。
己
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は

な
ら
ぬ
、
殺
さ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
。」
と
釈
尊

は
示
さ
れ
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
仏
教
徒
と
し
て
、
念
仏
者
と
し

て
、
す
べ
て
の
非
人
道
的
な
行
為
に
対
し
て
抗

議
を
す
る
と
と
も
に
、
即
時
の
停
戦
と
紛
争
の

平
和
的
解
決
を
強
く
求
め
ま
す
。 

 

２
０
２
２(

令
和
４)

年
３
月
28
日 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
高
岡
教
区
教
区
会 

 

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く 

石堤   長光寺 住職  織田隆夫 

同じ大地に生きる



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

          2022年（令和４年）5月 20日 五位組だより        第２４号      ２ 

   

２ 
間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

①
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

小
学
四
年
生
の
息
子
の
友
達
と
一

緒
に
本
気
鬼
ご
っ
こ
を
す
る
の
が
楽

し
い
で
す
ね
。
息
子
の
友
達
と
も
仲

良
く
な
れ
る
の
で
一
石
二
鳥
で
す
。 

 

②
お
坊
さ
ん
に
な
っ
て
か
ら
の 

失
敗
談 

 

月
参
り
の
時
お
経
の
本
を
忘
れ
た

の
で
す
が
、
も
う
覚
え
て
い
る
し
、

こ
の
お
宅
は
誰
も
後
ろ
で
お
参
り
し

な
い
か
ら
と
取
り
に
帰
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
そ
の
日
に
限
っ
て
後
ろ

に
お
ば
さ
ん
が
座
る
ん
で
す
よ
。 

 

何
か
悪
い
予
感
が
す
る
。
一
抹
の

不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
始
め
る
と
、

は
い
案
の
定
詰
ま
っ
た
！ 

 

流
れ
る
汗
。
脳
み
そ
に
ま
で
響
く 

心
臓
の
音
。 

「
思
い
出
せ
！
思
い
出
せ
〜
！
」 

 

そ
う
だ
。
咳
を
し
て
そ
の
間
に
思
い

出
そ
う
。 

「
ゴ
ホ
ン
ゴ
ホ
ン
。
ゴ
ー
ホ
ン
！
ウ
ェ

ッ
ホ
、
ウ
ェ
ッ
ホ
！
ヴ
ェ
ー
ッ
！
」 

 
 
 

 

だ
、
ダ
メ
だ
。
出
て
こ
な
い
。 

心
配
そ
う
な
お
ば
さ
ん
。 

「
す
、
す
み
ま
せ
ん
。
咳
止
め
シ
ロ
ッ

プ
飲
ん
で
き
ま
す
！
」 

 

そ
う
言
っ
て
私
は
急
い
で
お
経
の

本
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
戻
っ
て
き

て
お
経
の
本
を
見
な
が
ら
一
度
も
咳

を
せ
ず
に
お
参
り
を
終
え
ま
し
た
。 

 

③
新
米
僧
侶
の
頃
の
自
分
に
一
言 

お
経
の
本
を
忘
れ
た
の
な
ら
素
直

に
取
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

④
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と

は
？ 

お
寺
で
喫
茶
店
を
や
り
た
い
と
は

思
い
ま
す
ね
。
た
く
さ
ん
頂
い
た
お
菓

子
や
お
餅
な
ど
が
お
寺
に
は
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
れ
に
少
し
手
を
加
え
て
飲

み
物
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
し
た

い
で
す
。 

※
決
議
文
中
の
釈
尊
の
お
言
葉
は
、

現
存
す
る
最
古
の
経
典
『
ダ
ン
マ

パ
ダ(
法
句
経)

』
の
一
説
で
す
。
戦

争
の
否
定
と
平
和
へ
の
希
求
は
ま

さ
に
仏
教
の
原
点
で
あ
り
ま
す
。

釈
尊
は
「
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
」「
殺

さ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
」
と
お
示
し

に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
自
分

だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
行
為
を

も
止
め
る
よ
う
、
呼
び
か
け
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。 

  

以
上
が
決
議
文
内
容
で
あ
る
。

誰
も
が
こ
の
戦
争
問
題
の
深
さ
に

戸
惑
い
、
声
を
上
げ
る
こ
と
に
躊

躇
し
て
い
る
中
、
願
い
や
不
安
恐

怖
を
言
葉
に
し
、
行
動
に
変
え
る

勇
気
と
励
ま
し
の
一
助
に
な
れ
ば

と
の
決
議
で
あ
ろ
う
。 

 

仏
教
に
は
僧
伽(

サ
ン
ガ)

と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
僧
伽(

サ
ン
ガ)

と

は
出
家
修
行
者
の
集
団
を
表
し
、

集
ま
っ
た
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と

尊
厳
を
も
ち
共
に
生
き
る
共
同
体

を
表
す
も
の
で
あ
る
。「
い
や
な
こ

と
は
い
や
だ
」「
お
か
し
い
こ
と
は

お
か
し
い
」
と
、
自
分
の
言
葉
で
表

し
、
先
ず
は
声
を
あ
げ
、
行
動
に
移

し
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
す
る
、 

そ
ん
な
人
た
ち
の
集
ま
り
が
僧
伽 

(

サ
ン
ガ)

で
あ
ろ
う
と
理
解
し
て

い
る
。
釈
尊
は
「
殺
し
て
は
な
ら

ぬ
、
殺
さ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
」
と
示

さ
れ
た
。
で
は
な
ぜ
殺
し
て
は
い

け
な
い
の
か
、
殺
さ
し
め
て
は
な

ら
な
い
の
か
を
、
皆
で
学
び
確
認

し
行
動
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

高
岡
教
区
教
区
会
決
議
文
を
受

け
、
同
日
に
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道

支
援
の
会
」
が
有
志
に
よ
り
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
今
後
は
、
募
金
活

動
を
通
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
及

び
戦
争
被
害
者
の
人
的
支
援
・
広

報
・
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

五
位
組
の
門
信
徒
の
願
い
を
力
に

変
え
る
活
動
と
な
り
え
る
と
期
待

し
、
深
い
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
合 

掌 

お問い合わせ 

浄土真宗本願寺派 

西本願寺高岡会館内 

「ウクライナ 

人道支援有志の会」 

TEL 0766-22-0887 

辻 

西
福
寺 

 

豊
原
正
靖 

さ
ん 

住 職 イ ン タ ビ ュ ー 
 

前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笹
川    

広
済
寺 

六
月
三
日  

朝 

九
時
三
十
分 

六
月
四
日 

 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
内
島 

 
 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

法
話 

 

小
矢
部
市
興
法
寺 

 

立
川 

証 

師 

 

内
島 

 
 

教
願
寺 

 
六
月
九
日 

 

昼 

二
時 

六
月
十
日 

 

昼 

二
時 

法
話 

 
富
山
市
水
橋 

 
 

 
 

石
川 

了
英 

師 

  

四
日
市 

 

浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

三
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

三
月
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

三
月
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分  

 

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 
 

 
 

山
名 

一
徳 

師
他 

に
高
岡
の

新
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き

点
に
位
置
し
て
い
ま
す
（笑
）。 

広
済
寺
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
。 

一
四
五
二
年
に
こ
の
笹
川
の
地
を
開

墾
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
五

八
二
年
に
火
災
に
て
本
堂
焼
失
。
現

在
の
本
堂
は
一
五
九
二
年
に
再
建
さ

れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
修
復
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
間
も
な
く
迎
え
る
夏
休
み
に

は
、
地
元
笹
川
の
小
学
生
た
ち
が
朝

早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
に
お
寺

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
光
景
は
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
朝
六
時

前
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
本
堂
に
や
っ

て
き
て
宿
題
な
ど
の
お
勉
強
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
皆

で
仏
さ
ま
に
朝
の
お
勤
め
。
そ
の
後
さ

ら
に
本
堂
の
お
掃
除
。 

 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

本
保    

本
正
寺 

五
月
二
十
二
日  

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 
 

 
 

 

秋
知 

仁
史 

師 

３        2022 年（令和４年）5 月 20日 五位組だより            第２４号 

号 

３        2017 年（平成 29年）9 月 15日 五位組だより            第１５号 

号 

号 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。  ※日程は変更になる場合があります。 

 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
十
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

未
定 

麻
生
谷 

 

西
光
寺 

 

六
月
十
日
日 

朝 
九
時
三
十
分 

六
月
十
一
日 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
布
施 

 
 

 
 

 
 

圓
山 

望 

師 

赤
丸  

 

性
宗
寺 

七
月
三
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

 
 

新
原 

忠
男 

師 

 

辻 
 

 
 

 

西
福
寺 

未
定 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 立
野 

 
 

永
念
寺 

未
定 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

詳
細
は
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
五
日 

朝 

九
時
三
十
分 
昼 
一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭  

師 
 

 

 
 
 

 

  
 

平
等
講 

 

一
座 

十
四
時
～ 

 

初
御
講 

一
月
二
十
五
日 
中
止 

報
恩
講 

三
月
二
十
五
日 
中
止 

本
山
講 

五
月
二
十
五
日 

中
止 

降
誕
会 

六
月
二
十
一
日 

西
福
寺 

本
山
講 

八
月
二
十
五
日 

広
済
寺 

助
成
会
・追
悼
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月
二
十
五
日 

教
願
寺 

 

二
十
五
日
講 

 

 

一
座 

 

九
時
半
又
は
十
三
時
半
～ 

 

初
御
講 

三
月
二
十
五
日 

浄
永
寺 

降
誕
会 

四
月
二
十
一
日 

光
明
寺 

助
成
会 

六
月
二
十
五
日 

西
光
寺 

報
恩
講 

十
月
二
十
五
日 

珉
照
寺 

 
 

両
講
合
同
夏
期
講
座 

 

七
月
三
十
日 

 

時
間 

未
定 

場
所 

未
定 

 

懇
親
会 

な
し 

講
師 

未
定 

主
催 

平
等
講
・二
十
五
日
講 

 

お
講
の
年
間
日
程 

石
堤 

 
 

法
善
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

舞
谷 

 
 

永
賢
寺 

未
定 

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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kari 

 

に
高
岡
の

新
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き

点
に
位
置
し
て
い
ま
す
（笑
）。 

広
済
寺
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
。 

一
四
五
二
年
に
こ
の
笹
川
の
地
を
開

墾
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
五

八
二
年
に
火
災
に
て
本
堂
焼
失
。
現

在
の
本
堂
は
一
五
九
二
年
に
再
建
さ

れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
修
復
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
間
も
な
く
迎
え
る
夏
休
み
に

は
、
地
元
笹
川
の
小
学
生
た
ち
が
朝

早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
に
お
寺

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
光
景
は
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
朝
六
時

前
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
本
堂
に
や
っ

て
き
て
宿
題
な
ど
の
お
勉
強
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
皆

で
仏
さ
ま
に
朝
の
お
勤
め
。
そ
の
後
さ

ら
に
本
堂
の
お
掃
除
。 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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五
位
組 

夏
休
み
子
ど
も
大
会 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、 

中
止 

と
致
し
ま
す
。 

変
更
が
あ
る
場
合
は
、 

改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

編 

集 

後 

記 

 

笹
川 

 
 

広
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 
 

 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時 

五 位 組   行 事 予 定  

 

 蓮
門
会 

テ
ー
マ 

「
蓮
如
上
人
の
こ
と
ば
」 

講
師 

 

岡
西 

法
英 

師 
 

研
修
会
日
程
（曜
日
）・ 

時
間
・ 

場
所 

 

四
月
三
日 

（日
） 

十
五
時 

西
光
寺 

五
月
一
日 

（日
） 

十
六
時 

浄
明
寺 

六
月
五
日 
（日
） 

十
六
時 

性
宗
寺 

七
月
三
日 
（日
） 

十
七
時 

光
明
寺 

十
月
二
日 

（日
） 
十
六
時 

廣
済
寺 

二
〇
二
三
年 

（令
和
五
年
） 

二
月
五
日 

（日
） 

十
五
時 

教
願
寺 

  

※
一
回
あ
た
り
千
円
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
が
発
生
し
て
早
く
も

約
二
年
の
月
日
が
経
過
し
て

い
る
の
に
、
未
だ
に
収
ま
る
気

配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
何
を
す

る
に
も
都
合
が
悪
く
て
困
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
以
降
「
五
位
組
だ
よ

り
」
の
編
集
会
議
に
お
い
て
も

ウ
ェ
ブ
会
議
を
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
皆
の
顔
と
声
は
届
い

て
く
る
の
に
、
自
分
の
声
だ
け

が
届
か
な
い
と
い
う
悔
し
い
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
の

仲
間
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
挑
戦
し
た
こ
と
は
、
七
〇

代
の
私
に
と
っ
て
微
笑
ま
し

く
も
充
実
感
の
あ
る
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。 

我
々
編
集
す
る
者
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
色
々
工
夫
し
な

が
ら
楽
し
く
編
集
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 合 

掌 

歴
史
講
座 

日
程 

 

六
月
二
十
六
日
（
日
）午
後
二
時 

場
所 

 

笹
川 

広
済
寺 

講
題 

 

『
一
向
一
揆
と
勝
興
寺
の
歴
史
』 

講
師 

 

郷
土
歴
史
家 

樽
谷 

雅
好 

先
生 

※
ど
な
た
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。 


